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新年明けまし て おめでと う ご ざ いま す。

今年の 干支は丑（ 牛） で す。 牛は、 農耕作業や物資運搬の 労働力と し て 、 古く から 人間の 生活

に 欠かせない 身近な動物で、 動物検疫所の 検査対象動物です。（ 写真は中国など に 生息する ウ シ科

の動物 ゴ ールデン タ ーキン です。）

今年は延期さ れて いた 東京オリ ン ピ ッ ク が開催さ れる 予定です。 動物検疫所と し て も 、 さ ら なる

水際対策の充実に 努めて ま いり ま す。
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◎年頭の 挨拶

… （ 動物検疫所長）

新し い年を 迎え、 遅ればせながら 年頭の御

挨拶をいたし ま す。

旧年中の皆様の御理解、 御協力に心から 御

礼を 申し 上げる と と も に、 皆様と と も に新し

い年を 迎えら れたこ と に改めてお慶びを 申し

上げま す。

昨年は、 アフ リ カ豚熱が我が国の水際に迫

る 中で、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症、 豚熱、 高

病原性鳥イ ン フ ルエン ザ等国内での発生によ

り 、 一職員と し ても 組織と し ても 極めて厳し

い年と なり ま し た。

本年の干支は丑。 丑年は子年に蒔いた種を 

育てる 年と 言われま す。 耐えながら も 一歩一

歩地道に物事を進めていく 年と なる でし ょ う 。

必ずやピ ン チを チャ ン ス に変える こ と ができ

る と 思っていま す。

昨年、 動物検疫の水際強化のため、 家畜伝染

病予防法を 一部改正し 、 家畜防疫官の検査権

限の強化、 罰則の強化等を行いま し た。 ま た、

動植物検疫探知犬は、 世界でも ト ッ プク ラ ス

と なる 140 頭体制が今年３ 月末ま でに整いま

す。 税関、 出入国在留管理局等と の連携強化

も 進み、 こ れま でにない水際強化対策を 追加

措置し ま し た。 今年はそれら の種を 効率的、

効果的に育て、運用し 、実になる も のにし てい

き ま す。

具体的には、 検疫探知犬の探知活動の全国

統一的な精度管理を 取り 入れる と と も にハン

ド ラ ーの役割の明確化など 探知体制の高位平

準化を 図り 、 探知犬 140 頭体制の効率的な運

用を 行いま す。 ま た、 携帯品検査においては

教育強化によ る 口頭質問技術の向上を 図り ま

す。 郵便物検査については、 検疫探知犬の増

頭やこ れま で得ら れた検査データ に基づく よ

り 効果的な検査を 実施する と と も に、 外国人

国内居住者への注意喚起など にも 力を 入れま

す。 畜産物検査については、 関係者と の意見

交換や試行的な取組を通し て、 一層の効率化、

合理化を図り ま す。

それぞれの空海港において、 その状況に応

じ 、リ ス ク アナリ シス の結果を活用し つつ、得

ら れた検疫ツ ールを 戦略的に駆使し 、 よ り 効

率的、効果的な検査を実現し ま す。

ま た、 政府、 農林水産省の重要課題と し て位

置づけら れている 輸出促進についても 、 輸入

検疫と は異なる 立場で国内の輸出者を支援し 、

円滑な輸出が行われる 取組を 一つ一つ増やし

ていき ま す。

国内での豚熱、 鳥イ ン フ ルエン ザ等の疾病

発生時の職員派遣、 防疫資材の備蓄・ 貸出し

など の緊急支援については、 動物衛生課と 連

携し つつ、こ れま での経験を活かし 、都道府県

に感謝さ れる よ う でき る 限り の支援を 引き 続

き 行いま す。

さ ら に、 近い将来を 見通し て、 A I 機能を 活

用し たＸ 線検査やにおい探知機など の開発も

併せて進めま す。

動物検疫所内部の話ではあり ま すが、 専門

集団と し ての強みが増すよ う 研修のあ り 方、

内容についても 、アフタ ーコ ロ ナを想定し 、改

善を 行いま す。 なお、 動物検疫所の職員の増

加に伴い、 女性比率が男性を 上回っ たこ と な

ど から 、 よ り 働き やすい職場と なる よ う 人事

改革、 職場環境の整備など の取組も 確実に進

－ 3 －



No.1 － 4

めま す。

高病原性鳥イ ン フ ルエン ザは気候が暖かく 

なる 春ま では油断ができ ないも のと 思われま

す。 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症は、 依然と し

て猛威を 振る っ ていま すが、 ワ ク チン 接種が

進めば、 世界的にも 落ち着き を 取り 戻すも の

と 大き な期待を寄せていま す。

こ う し た中で、 昼夜を問わず、 国家の水際防

疫、 国内ま ん延防止にその身を 投じ ている 動

物検疫所の職員を 誇り に思っ ていま す。 コ ロ

ナ禍にあって、 我々の使命を改めて心に刻み、

水際の最前線で防疫強化を 一層進める 所存で

す。

本年も ､ 皆様の御理解と 御協力を よ ろ し く

お願いいたし ま す。

本年が国民の皆様、 生産者を始め、 農林水産

関係者、動物検疫関係者の皆様にと って、良い

年と なり ま すよ う 祈念し 、 年頭のご 挨拶と さ

せていただき ま す。

動物検疫所 所長 伊藤 和夫

◎ト ピ ッ ク ス

・ 市民講座「 環境カ ウ ン セ ラ ー と 行く 『 畜

産と 環境～肉の 向こ う に 環境を 見る ～』

及び 「 セ ン ト レ ア ま る ご と ウ ォ ッ チ ン グ

2 0 2 0 」 の 参加者を 受け 入れま し た

… （ 中部空港支所次長）

令和２ 年 11 月 17 日と 11 月 25 日に、 な ご 

や環境大学が主催する 市民講座「 環境カウ ン

セラ ーと 行く 『 畜産と 環境～肉の向こ う に環

境を見る 』」 及び「 セント レ アま る ごと ウ ォ ッ

チン グ 2020」 の参加者を 中部空港支所、 名古

屋出張所及び精密検査部海外病検査課で受け

入れま し た。

なごや環境大学は、「 市民、 市民団体、 企業、

学校・ 大学、行政が協働でつく る 環境活動ネッ

ト ワ ーク 」 と 位置づけら れた生涯学習を企画・

開催する 団体で、毎年、後期講座と し て開催さ

れる 「 セン ト レ アま る ご と ウ ォ ッ チン グ」 で

動物検疫所の業務内容の紹介、施設見学を行っ

てき ま し たが、本年度は、前期講座と し て企画

する 「 環境カウ ン セラ ーと 行く 『 畜産と 環境

～肉の向こ う に環境を見る 』」 と いう 見学会の

なかで、 野跡検疫場において保管し ている 大

型防疫資材の見学を 行いたいと の申し 出があ

り 、 年間２ 回の講座参加者を 受け入れる こ と

になり ま し た。

例年であれば前期講座を９ 月ま でに開催し 、

後期講座は 10 月以降の年度後半に開催する の

ですが、 今年は新型コ ロ ナの感染拡大に伴い、

６ 月に予定し ていた前期講座が延期さ れ、 11

月に２ 週連続で受け入れる 形で漸く 開催にこ

ぎ着ける こ と ができ ま し た。

各講座への参加者数は、 新型コ ロ ナの影響

も あって、野跡検疫場見学は７ 名、セント レ ア

講座では５ 名と 少人数での開催と なり ま し た

が、 参加者は愛知県内在住の方のみにと ど ま

ら ず、 三重県から も 動物検疫所の業務に興味

のある 方の参加があり ま し た。 ま た、 少人数

開催と なっ たこ と が幸いし て、 ひと り 一人に

動物検疫所の業務概要、 海外における 家畜悪

性伝染病の発生状況、 携帯品と し て持ち込ま

れた畜産物から 分離さ れたアフ リ カ豚熱ウ イ

ルス など の情報、 家畜伝染病予防法改正内容

を 含む水際検疫強化の概要及び大型防疫資材

など の説明を 詳し く 丁寧に行う こ と ができ ま

し た。 参加者から は、「 畜産物に生き たウ イ ル

ス が残る こ と がある のか」、「 アフ リ カ豚熱に

は予防ワ ク チン のよ う なも のはないのか」 な

ど の専門性の高い質問や、 大型防疫資材の処

理能力、 使用場所ま での輸送方法及び使用す

る 燃料の種類に関する こ と 、 輸入さ れる 家畜

の用途や日本ま での輸送方法など、 動物検疫

所の業務に幅広く 関連する 多く の質問があり 、

参加者の皆様と 共に非常に活気に満ちた有意
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義な 時間を 過ご すこ と ができ ま し た。 ま た、

海外病検査課がある 中部検査・ 診断セン タ ー

では、 Ｂ Ｓ Ｌ ３ の検査室を ガラ ス 越し ではあ

り ま すが見学し ていただく こ と ができ ま し た。

一般の方では、 日常では見る 機会がない精密

検査施設内を 実際に見て頂き ながら 説明を 行

い、見学後、参加者から 「 貴重な経験ができ た」

と 感謝の言葉を頂く こ と ができ ま し た。

今回の両講座では、 動物検疫所の業務説明

のなかで国内畜産農家の皆様に取り 組んで頂

いている 飼養衛生管理基準の概要を 講座参加

者に紹介し 、 家畜の伝染性疾病の侵入防止対

策は水際検疫だけ強化すれば良いと いう も の

ではなく 、 複数の関所を 設ける こ と で病気の

侵入を 防いでいる こ と を お話し ま し た。 畜産

関係者以外の一般の方でも 、 ふれあい動物園

や観光牧場など で家畜に触れる 機会がある と

思いま す。 動物園や観光牧場が来園者にお願

いし ている 家畜に触れる 前、 触れた後の手洗

いや手指消毒、 入出園時の靴底消毒など の基

本的な防疫対策が、 家畜伝染性疾病の病原体

を 持ち込ま ない、 持ち出さ ないために重要で

ある こ と を お話し し 、 参加者の皆様と 家畜防

疫に対する 価値観を 共有する こ と ができ ま し

た。

国民の皆様が「 自分でも でき る 家畜伝染性

疾病の侵入・ 拡散防止対策」 と し て、 基本的

な防疫対策の重要性を 理解し 、 実行し て頂く

こ と ができ れば、 国内への家畜伝染性疾病の

侵入、発生、蔓延防止に少なから ず好影響を与

えら れる と 考えま す。 こ のため、 今後も 市民

講座や航空会社の社員研修会など を 行う 際に

は、 水際検疫の話題に限定し たお話し する の

ではなく 、 併せて国内防疫対策に関連する 説

明を 行う こ と を 継続し 、 一般の方がよ り 多く

家畜防疫を 身近に感じ ら れる よ う 努めていき

たいと 思っていま す。

・「 2 0 2 0 動物愛護フ ェ ス テ ィ バ ル ふ く お

か 」 へ 参加し ま し た

… （ 門司支所検疫第３ 課）

令和２ 年 11 月８ 日（ 日） に「 だざいふ遊園

地」（ 福岡県太宰府市） で開催さ れた「 2020

動物愛護フ ェ ス ティ バルふく おか」 に参加し

ま し た。

こ のフ ェ ス ティ バルは、 動物の愛護と 適正

な飼育についての関心と 理解を 深める こ と を

目的に開催さ れていま す。 例年、ペッ ト ス ケッ

チコ ンク ール、相談ブース の設置、ス タ ンプラ

リ ー等が行われる 大変活気ある イ ベン ト です

が、今年は、新型コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大防止

のため、 対面になら ないパネル展示を 中心と

し たイ ベント と なり ま し た。

当所では、 動物検疫業務の案内ポス タ ー、 子

供向けのク イ ズや検疫探知犬のぬいぐ る みを

設置し て、「 ク ンく んのう た」 を流す等、 子供

に興味を 持っ ても ら える 工夫を し ま し た。 ま

た、 華やかな遊園地の雰囲気に負けないよ う 、

九州ご 当地ク ン く んや検疫探知犬のイ ラ ス ト

等で装飾し 、楽し く 、目立つよ う な展示を心掛

けま し た。

当日は秋晴れの良い天気で家族での来園も

多く 、 親子で足を 止めてパネルを 見ている 姿

や、ク イ ズで遊ぶ子供達も 見ら れま し た。

来年度は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の終

息を 願いつつ、 よ り 多く の方に興味を 持っ て

も ら える よ う 、 効果的な広報を 目指し ていき

たいと 思いま す。
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・ 福岡空港に お け る イ ベ ン ト へ の 参加

… （ 門司支所福岡空港出張所）

① 年末合同出陣式に検疫探知犬も 参戦

令和２ 年 12 月３ 日、 福岡空港警察署主催の

「 福岡空港年末合同出陣式」 に参加し ま し た。

こ の合同出陣式は、 福岡空港初の取組みと し

て、 年末年始における 福岡空港での各種事件・

事故を 防止する ため、 空港関係者等と の団結

を図る こ と を目的と し て開催さ れたも のです。

福岡空港で働く 犬たちの紹介も 兼ねた広報活

動を実施し 、官民合同で一体と なり 、福岡空港

を 盛り 上げていければと の思いから 、 当所も

参加する こ と になり ま し た。

第１ 部の開会セレ モニー及びパト ロ ールは、

福岡空港国内線旅客タ ーミ ナルで行われま し

た。 第１ 部には、 検疫探知犬イ メ ージキャ ラ

ク タ ーのク ン く ん及び動植物検疫探知犬の次

郎号の他に、福岡県警察のふっけい君、警察犬、

税関のカス タ ム 君及び麻薬探知犬も 参加し ま

し た。

第２ 部の福岡空港職場見学会は、 国内線の

平面駐車場で開催さ れま し た。 第２ 部では、

各機関の展示ブース 等が設置さ れ、 ス テージ

において、 航空自衛隊及び県警音楽隊の演奏、

福岡空港で働く 警察犬、 検疫探知犬及び麻薬

探知犬のデモン ス ト レ ーショ ン が披露さ れま

し た。

検疫探知犬のデモン ス ト レ ーショ ン は、 ハ

ン ド ラ ーと 探知犬の次郎号には見えないよ う

に並べ替えた５ つのス ーツ ケース で実施し ま

し た。 次郎号は、 大勢の人に見ら れている 中、

緊張する 様子も なく 、 ビ ーフ ジャ ーキー及び

リ ン ゴ の入っ た２ つのス ーツ ケース を 見つけ

出し 、観客たちから 拍手が送ら れま し た。

展示ブース では、 パン フ レ ッ ト や福岡空港

で活動し ている 検疫探知犬のお手製缶バッ チ

等を 訪れたお客様に配布し ま し た。 ブース を

訪問し たお客様から は、 検疫探知犬のデモン

ス ト レ ーショ ン について、 肉や果物の入っ て

いる ス ーツ ケース への反応が早かっ た等お褒

めの言葉を いただき 、 検疫探知犬についてア

ピールでき る 良い機会になり ま し た。

今回の出陣式では、 普段の業務では関わる

機会がない警察犬を 始め、 検疫探知犬及び麻

薬探知犬が一堂に会し 、 福岡空港で働く 犬た

ちが活躍し ている こ と を 広く 周知する こ と が

でき ま し た。
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② 国内線のお見送り 式にク ンく ん登場

令和２ 年 11 月 25 日、国内線の３ 階展望デッ 

キにおける TEAM…FUK…お見送り プロ ジェ ク

ト に、 検疫探知犬イ メ ージキャ ラ ク タ ーのク

ン く んが参加し ま し た。 TEAM…FUK（ チー

ム福岡空港）は、福岡空港に携わる 官民の組織・

団体で構成さ れている チームです。

コ ロ ナ禍で、 暗いニュ ース が多い世の中に、

明る いニュ ース を 福岡空港から 届ける こ と を

目的と し ており 、 我ら のク ン く んが少し でも

貢献でき ればと 考え、 参加する こ と を 決めま

し た。

当日は、 午前と 午後で国内線各１ 便に対し 、

参加メ ン バーが出発する 航空機に向けて、 横

断幕を持ち、手を振り 、お見送り を実施し ま し

た。 お見送り には、ク ンく んの他に、福岡市地

下鉄のちかま る 、 西鉄バス のババ・ バス オも

参加し ま し た。 ゆる キャ ラ ３ 体は、 展望デッ

キにいら っ し ゃっ たお客様と 写真撮影を 行う

等人気でし た。 ま た、 ク ン く んに興味を 持っ

てく ださ っ たお客様あてに、 ク ン く ん及び検

疫探知犬について紹介する 当所オリ ジナルの

リ ーフレ ッ ト を配布し ま し た。

新型コ ロ ナウ イ ルス の影響によ り 、 空海港 

における 広報活動がなかなかでき ない状況下

において、 今後も 動物検疫及び動植物検疫探

知犬について、 知っ ても ら う 機会を 模索し た

いと 思いま す。

◎動物検疫関連情報

・ 検疫探知犬が 1 4 0 頭に なり ま す！

… （ 企画管理部企画調整課）

平成 30 年８ 月に中国で発生し たアフ リ カ豚

熱が近隣アジア諸国に発生が拡大し 、 日本へ

の侵入リ ス ク がこ れま でになく 高ま っ たこ と

など を 踏ま え、 動植物検疫探知犬を 140 頭へ

増やすこ と と し たこ と について動検時報でお

知ら せし てき たと こ ろです。

こ れま でに令和２ 年度増頭分の契約手続き

が完了し 、 ３ 月には世界でも 有数の 140 頭体

制と なり 、 大ま かな配置は下図のと おり と な

り ま す。

こ れによ り 、 成田空港、 羽田空港、 関西国際

空港等主要な国際空港に加えて全国の地方空

港へも 探知場所が広がり ま す。 ま た、 入国検

査場内での探知と 並行し てそれ以外の場所で

の探知も 開始し 、 探知活動そのも のの強化を

図っていき ま す。

海外から 送付さ れる 郵便物については、 国

内全ての国際郵便局（ 川崎東郵便局、 東京国
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際郵便局、 中部国際郵便局、 大阪国際郵便局、

新福岡郵便局及び那覇中央郵便局） における

探知が本格化し ま す。

ま た、 今後は空港や国際郵便局での探知に

加え国際フ ェ リ ーや高速船など についても 活

動する こ と と し ていま す。

昨年は新型コ ロ ナウ イ ルス の影響を 受け、

海外から 日本に到着する 便が大幅に減少し た

こ と から 、特別な事情がない限り 、全ての便で

検疫探知犬によ る 探知を行っていま す。 ま た、

今後入国者数が回復し た際に探知レ ベルが落

ちないよ う 、 空港や訓練施設でト レ ーニン グ

に取り 組んでいま す。

今年は延期さ れた東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・

パラ リ ンピ ッ ク 競技大会の開催も 控えており 、

海外から 到着する 便が少し ずつ戻り 、 日本へ

の入国者の数も 回復し ていく も のと 思われま

す。今後は、探知実績の科学的な分析を開始し 、

探知能力の評価を よ り 厳密に行う など、 探知

能力のレ ベル向上を図り 、「 量」のみなら ず「 質」

についても 世界有数の探知体制と なる よ う 引

き 続き 努めていき ま す。

・ 畜産物を 探知す る に お い に よ る 検知技

術の 検討に つ い て

… （ 企画管理部調査課）

アフ リ カ豚熱を はじ めと する 家畜の伝染性

疾病の国内への侵入を 防止する ため、 こ れま

で家畜防疫官の増員、 動植物検疫探知犬の増

頭や家畜伝染病予防法の改正によ り 、 水際検

疫体制の強化を 進めてき ま し た。 こ れま で国

内を 中心に主と し て日本語及び英語にて実施

し てき た広報についても 、海外やイ ンタ ーネッ

ト 、ま た中国語、ベト ナム語などでアフリ カ豚

熱発生国の状況を 踏ま え、 案内を 強化し てき

ま し たが、 訪日外国人の増加やイ ン タ ーネッ

ト を 利用し た個人輸入が容易になっ たこ と か

ら 、 携帯品や郵便物によ る 畜産物の不正持込

みが後を絶ちま せん。

そのため、 不正持込みを 防止する 方法と し

て、 急速な技術の発展に伴い研究開発が進め

ら れている IoT *1 や A I *2 の技術を 活用し た動

物検疫業務の可能性について検討を 行っ てい

ま す。

現在、 当所で注目し て いる 技術の１ つは、

IoT の重要な技術の一つと し て考えら れてい

る セン サー（ 感知器） です。 ス マート フ ォ ン

の普及によ り 様々なセン サーが小型化、 低コ

ス ト 化を 実現し ており 、 私たちの生活の中に

も あら ゆる 場面でセン サーから 得ら れた情報

が活用さ れていま す。 そう し た中、 今ま では

実現が困難と さ れていた複数の物質や濃度を

測定可能な 汎用性の高い「 においセン サー」

が開発さ れ、 商品化に向け研究機関、 大学、 企

業等によ り 更なる 研究が進めら れていま す。

動物検疫所では、 検疫業務における 「 におい

セン サー」 の実用性を 確認する ため、 実際の

検査物、状況下で畜産物の判別精度、探知感度

を検証する 予定にし ていま す。

機械によ る においの識別が実用化さ れれば、

輸入時に検査の届出が行われない携帯品の荷

物の効率的かつ効果的な水際検疫が期待でき

ま す。

目下の目標は、 家畜防疫官が携帯でき る 畜

産物探知機器 *3 の開発です。

水際検疫の更なる 強化に向けて様々な検討

を進めて参り ま す。

*1： IoT と は、 様々な物がイ ン タ ーネッ ト に

よ り ネッ ト ワ ーク に接続し 情報を 集積、 共有

する こ と によ り コ ン ピ ュ ータ によ る 解析が可

能と なる 仕組み（ Inernet…of…Things の略）。

*2： 現在広く 利用さ れている A I は限定さ れ

た機能に特化し てコ ン ピ ュ ータ が学習し 処理

を実行する 仕組み（ Artificial…Intelligence の略）

*3： 動物検疫における 「 においセン サー」 を

使用し た畜産物探知機器の要件
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１ ． …梱包さ れた状態の畜産物であっ ても 検

知でき る 感度

２ ． …様々な畜種、 加工状態の畜産物を 探知

可能である こ と

３ ． …携帯性にすぐ れる こ と

４ ． …連続し た探知にも 対応可能である こ と

５ ． …メ ン テ ナン ス が不要又は容易で あ る

こ と

６ ． …経済的である こ と

・ A I を 活用し た Ｘ 線装置導入に 向け て

… （ 企画管理部企画調整課）

先般閣議決定さ れた令和３ 年度政府予算案 

において、 Ｘ 線画像上の指定検疫物（ 動物検

疫の検査の対象と なる も の） の A I によ る 識

別技術の開発に向け た 経費が認めら れま し

た。

こ れを 受け、 関係機関の協力を いただき な

がら 、 令和３ 年度に指定検疫物の識別に必要

な A I ア プリ ケ ーショ ン のプロ ト タ イ プを 作

成し 、 令和４ 年度についても 引き 続き 予算要

求をし 、実用化に向けて A I アプリ ケーショ ン

の精度向上等を 進めて いく 計画と し て いま

す。

A I 活用に向けた予算要求の背景について簡

単に説明し ま す。

家畜伝染病予防法によ り 、 肉や肉製品等指

定検疫物を 輸入し た者は、 動物検疫所に届け

出て、 家畜防疫官によ る 検査を 受ける こ と が

義務づけら れていま す。 ま た、 指定検疫物が

国際郵便物と し て 我が国に送付さ れた 場合

は、 日本郵便株式会社が、 家畜防疫官によ る

検査を 受ける ため動物検疫所に通知する こ と

と さ れていま す。

こ のよ う に、 輸入さ れる 指定検疫物の家畜

防疫官によ る 検査は法律上義務づけら れてい

る こ と ですが、 全ての入国者が自発的に届出

を 行い、 ま た指定検疫物を 含有し た全ての国

際郵便物が動物検疫所に通知さ れる こ と は、

様々な 要因によ り 困難であ る こ と も 事実で

す。 こ の現実への対応は、 日本のみなら ず世

界各国の家畜衛生当局が直面し ている 大き な

課題の一つです。

こ のため動物検疫所は、 広報を 国内外で積

極的に実施し 、 家畜防疫官の定員を 継続的に

増やす（ 平成 29 年度 435 人⇒令和２ 年度 491

人） と と も に、 平成 30 年以降のアジアにおけ

る アフ リ カ豚熱の発生拡大を 踏ま え、 動植物

検疫探知犬を 本年度中に 140 頭に大幅に増や

す（ 平成 29 年度 28 頭の５ 倍） など 検疫強化

に努めてき ま し た。

来年度に予算を 認めら れた A I によ る Ｘ 線

画像上の指定検疫物の識別技術の開発は、 海

外から の家畜伝染病の侵入リ ス ク を 低減する

ための検疫強化の延長線上に位置し 、 中長期

的な検疫コ ス ト の削減も 視野に入れ、 自主的

に届出がなさ れない指定検疫物や指定検疫物

を 含んでいる こ と を 適切に外装に表記し てい

ない国際郵便物を、 効率的によ り 多く 検査す

る こ と を 実現する ための第一歩と なる こ と を

期待する も のです。

◎ご 当地グ ル メ ～北海道の う ま い も ん ～

… （ 北海道・ 東北支所）

北海道はグルメ の宝庫。 今回は函館よ り 数

ある グルメ を 王道から 家庭料理ま で幅広く ご
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紹介し ま す。 ま ずは、 函館出身の有名ロ ッ ク

バンド が愛し てやま ない王道グルメ から 。

〇ラ ッ キーピ エロ （ 通称ラ ッ ピ ） のハン バー

ガー

言わずと 知れた 函館を 代表する ハン バー

ガーショ ッ プですが、 ただのバーガーショ ッ

プと 侮る なかれ。 日経 PLUS １ のご 当地バー

ガーラ ン キン グで全国 1 位に輝いたこ と も あ

る 、 地産地消へのこ だわり と 地元に密着し た

店舗展開によ り 、 函館市民の「 故郷の味」 と

謳われている ほど です。 オーダーメ イ ド シス

テム で、 看板メ ニュ ーはなんと いっ ても チャ

イ ニーズチキン バーガー（ 通称チャ イ チキ）。

キヌ ア入り バン ズにジャ ン ボ唐揚げ３ 個、 レ

タ ス 、 特製マヨ ネーズが一緒に挟んであり ま

す。甘辛く 味付けさ れた唐揚げと 特製マヨ ネー

ズの相性は抜群。 こ の 1 番人気のチャ イ チキ

を はじ め、 ジン ギス カン バーガー、 イ カ踊り

バーガー、 高さ 20 ㌢のＴ ＨＥ フ ト ッ チョ バー

ガー等、個性豊かなバーガーの他、新鮮玉子を

４ 個も 使っ たふわと ろ チーズオム ラ イ ス も 絶

品ですよ 。 さ ら にカレ ー、カツ丼、あんかけ焼

き そば、 ソ フト ク リ ーム、 ケーキ等、 店舗ごと

に異なる 自慢の個性派、 手作り 料理メ ニュ ー

がいっ ぱいです。 こ れら メ ニュ ーがボリ ュ ー

ミ ーで安価な点も ラ ッ キーピ エロ の大き な魅

力です。 も ちろ ん、 北海道の材料がふんだん

に使用さ れていま す。 愛情たっぷり 、ボリ ュ ー

ムたっぷり 、 一度食べる と ま た食べたく なる 、

ま さ に故郷の味です。 執筆中に食べたく なっ

てし ま ったほどです。

チャ イ ニーズチキンバーガー

〇ハセガワ ス ト ア（ 通称ハセス ト ） のやき と

り 弁当

やき と り と いっ て も 鶏肉ではあ り ま せん。

も ちろ ん鶏肉のやき と り も あり ま すが、 こ こ

では豚肉です。 ややこ し いのですが、 道南エ

リ アを 含む一部の地域では豚精肉を 串焼き に

し たも のを「 やき と り 」 と 呼んでいま す。 こ

の地域では養豚業が盛んで、 串焼き に安価で

手に入り やすい豚肉を 使用する よ う になっ た

そう です（ 諸説あり ま す）。 その「 やき と り 」、

中でも 先に紹介し たラ ッ キーピ エロ 同様、 地

元密着型のコ ン ビ ニエン ス ス ト ア、 ハセガワ

ス ト アにある やき と り 弁当が函館市民のソ ウ

ルフード と し て親し ま れていま す。

コ ン ビ ニと は言え店内に調理場を 持ち、 注

文を 受けてから 調理する ので、 出来たてホカ

ホ カ を 持ち 帰る こ と ができ ま す。 そのため、

店内はいつでも 混んでいま す。 味はタ レ 、 塩、

塩だれ、 旨辛、 みそだれの５ 種類あり 、 タ レ が

一番の人気です。 長い待ち時間を 耐えて弁当

のふたを 開ける と 、 ふっ く ら ご 飯に敷かれた

海苔の上にやき と り が鎮座し 、 タ レ の絡んだ

焼き たての肉の匂いが食欲を そそり ま す。 待

ち時間も 忘れる 、さ さ やかな幸せの瞬間です。

続き ま し て、 寒さ が厳し い土地なら ではの、

冬の代表的な家庭の味をご紹介し ま す。
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やき と り 弁当

〇ゴッ コ 汁

みなさ んも 、 転勤の先々でス ーパーに並ぶ

魚や野菜の種類の違いに驚いたり 、 目を 奪わ

れた経験あり ま すよ ね？厳冬期の１ 月から ２

月にかけて店頭に並ぶゴッ コ（ ホテイ ウ オ）は、

ヌ メ リ のある アン コ ウ に似た魚で一見グロ テ

ス ク ですが、見た目と は裏腹に、根菜やネギを

入れたゴ ッ コ 汁は体の芯から 温ま り ま す。 ゼ

ラチン 層が厚く 身がプルプルで、 特に女性に

はおス ス メ 、 食べた翌日はツ ヤツ ヤなお肌を

お約束し ま す。 ま た、炙る と 皮がパリ パリ 、身

がモチモチし て違う 食感を 味わえま す。 一味

マヨ ネーズを つけて食べる と お酒のお供に最

高です。

見た目は…でも 美味し いゴッ コ 汁

〇ニシン漬け

冬を 代表する 漬物と いえば、 やはり ニシン 

漬けでし ょ う 。 春に収穫さ れたニシン を 干物

にし て保存し 、 冬に干し た大根やキャ ベツ 等

の野菜と 一緒に米麹で漬け込むも のです。 ご

近所の庭先に大量の干し 大根が並び始める と 、

冬の訪れを 感じ ま す。 知る 人ぞ知る グルメ 漫

画の異名を 持つ「 ゴ ールデン カム イ 」 にも 登

場し ていま す。 発酵し て日ご と 変わっ ていく

味を 楽し むのも オツ です。 ニシン 漬けは食べ

る 米にも 飲む米にも 相性ピッ タ リ です。

日本酒も ご飯も 進むニシン漬け

◎動物検疫所を 飛び 出し 、 外の 世界で 活躍

し て い る 職員か ら の メ ッ セ ー ジ

（ …国立研究開発法人農業・ 食品産業技術総合研

究機構 動物衛生研究部門長 筒井…俊之）

昭和 61 年３ 月の終わり に農林水産省から 配

属通知を も ら う と 動物検疫所門司支所と 書い

てあり ま し た。 当時は、 動物検疫所の業務も

あま り 理解し ておら ず、 先輩から は検疫所は

隔絶さ れた島にあっ て通う にも 大変な所だと

脅さ れていたのを 思い出し ま す。 門司支所で

は大正時代に建造さ れた今はなき 田ノ 浦検疫

所で輸入牛の検査を 担当する こ と になり ま し

た。 当時はプラ ザ合意（ 注： 先進５ ヵ 国によ

る ド ル高是正に向けた合意のこ と ） を 受けて

円高が進行し 、 肥育素牛の輸入が爆発的に増

加し ている 時期でし た。 門司支所では韓国か

ら フ ェ リ ーで運ばれる 輸入素牛の輸入検疫に

追われ、開放すれば、すぐ 次の搬入の準備をす

る と いう フ ル回転の状態でし た。 当時は大動

物臨床出身の先輩方も おら れて、毎日、見様見

真似で聴診器を 片手に牛を 診て回っ たのは今

でも 懐かし い思い出です。 今から 思えば、 あ

れほど 毎日動物に濃厚に関わっ たのはあの時
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期だけで、 新米獣医師と し て充実し た日々を

過ご し ていたよ う に思いま す。 動物検疫所に

は都合５ 年間お世話になり ま し た。

その後、 農林水産省本省、 家畜衛生試験場

（ 現： 動物衛生研究部門） と 異動する こ と と な

り ま すが、 霞が関時代に運良く ２ 年間の英国

留学を する 機会を 得たこ と が、 私が研究の世

界に足を 踏み入れる き っ かけと なり ま し た。

実は、高校時代から 英語は苦手でし たが、動検

時代には趣味のよ う に英会話学校に通っ てい

ま し た。 英国に行っ ても 英語には苦労し ま し

たが、 ま だ珍し かっ た疫学と いう 分野を 勉強

する こ と ができ 、 その後の飯の種を 得る こ と

になり ま し た。 動検時代には研究者になる と

は思っ ても いま せんでし たので、 先のこ と は

わから ないも のです。

さ て、 私が採用さ れた時代と 今では動検の

仕事の内容も 大き く 変わっ てき ている のでは

ないかと 思いま す。 当時は、 口蹄疫は教科書

にある 病気で、 かつて門司支所が輸入検疫で

摘発し たホ ルマリ ン 漬けの口蓋標本を 見て、

なる ほど こ こ に病変がある のかと 思う く ら い

でし た。 それが 2000 年以降には、 口蹄疫、 鳥

イ ンフルエンザ、 BSE、豚熱など社会的な問題

と なる 疾病の発生が相次いでいま す。 今では

動検の皆さ んも 輸入検疫のみなら ず、 国内発

生時の防疫対応にも 取り 組ま れていま す。 そ

う いう 意味では、 私がいた時代に比べて仕事

の幅が格段に広がっ ていま す。 こ れは、 現在

の職場である 研究の世界も 同じ で、 研究手法

やツールの進化はすさ ま じ く 、いわゆる ウ ェ ッ

ト な分析から ド ラ イ な解析ま で研究者が習熟

する べき 技術も 格段に増え て いま す。 ま た、

情報収集手段も 進化し 、 外国郵便で手紙を 書

き 、 のんびり １ か月先の返事を待つ時代から 、

リ アルタ イ ム で海外と メ ールを やり 取り する

時代になっ ていま す。 今後ど のよ う な時代に

なる のか。 未来を 予想する こ と はでき ま せん

が、 想像する こ と はでき ま す。 動検に採用さ

れた先輩と し て、 皆さ んには未来の動物検疫

のある 姿と 自分の役割を 想像し ながら 、 進化

し 続けていって欲し いと 願っていま す。

◎所内情報
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感が芽生え、 水際防疫の大切さ を 強く 肌で感

じ る よ う になり ま し た。 新型コ ロ ナウ イ ルス

感染症の発生に伴い、 日々状況が変化し てい

ま すが、 自分に求めら れている こ と を 常に考

え、 臨機応変に行動でき る 社会人かつ家畜防

疫官を目指し 、精進し たいと 思いま す。

（ 成田支所旅具検疫第１ 課 山崎みのり ）

今年は新型コ ロ ナウ イ ルス の影響によ り 、

本来の空港の姿と は一変し た状況の中、 成田

支所へ配属と なり 、 現在は犬猫等の輸入業務、

携帯品検査業務を中心に業務を行っていま す。

業務を通じ 、 家畜防疫官と し ての言葉の重み、

関係法令に基づいた様々な状況における 的確

な判断の重要性を 実感し ま し た。 半年を 経た

今、 ま だま だ経験や知識不足の点が多く 勉強

の日々です。今後は、よ り 法令への理解を深め、

臨機応変な対応ができ る よ う に努めていき た

いと 思いま す。

（ 成田支所旅具検疫第２ 課 江上明李）

今年４ 月に成田支所旅具検疫第２ 課へ配属

さ れても う 半年が経ちま し た。 初めは、 法律

を 理解する こ と でさ え 苦戦し ていま し たが、

今はど の業務がど の法律に基づいている のか

を 意識し ながら 業務を 行える よ う になっ たと

感じ ていま す。 タ ーミ ナルでの旅客の手荷物

検査や犬猫の輸出入手続き 以外にも 、 郵便物

の検査や航空貨物の検査、 馬の係留検査など

の研修を 受けさ せていただき 、 動物検疫所の

業務の幅広さ を 実感し ていま す。 こ れから も

多く のこ と を学んでいき たいです。

・ 入省後の 研修期間を 経て

（ 北海道・ 東北支所検疫課 鈴木有樹）

入省当時は、 動物検疫について漠然と 理解 

し ていただけでし たが、法律の重要性や、日々

の業務研修を 通し て培っ た知識や技術、 そし

て経験から 、 動物検疫に対する 責任感や緊張

（ 成田支所旅具検疫第２ 課 吉野好太郎）

私は、 こ れま で成田支所旅具検疫第 1 課や

東京出張所、 羽田空港支所で臨時採用と し て、

７ 年勤務し ていま し たが、 本年４ 月に新規採

用と し て成田支所旅具検疫第２ 課に配属さ れ

ま し た。現在は、探知犬ハンド ラ ーと なる べく 、
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所内研修を 受講し ている と こ ろ です。 ハン ド

ラ ーはこ れま でに経験し たこ と のない業務で

あり 、 動物検疫所の幅広い業務に貢献でき る

よ う 経験と 知識を 意欲的に伸ばし たいと 思い

ま す。

（ 成田支所貨物検査課 風間幹也）

今年度はコ ロ ナ禍の影響も あり 動物検疫所

の集合研修が９ 月末に Web を通し て行われま

し た。 成田支所では新規採用者に対し 、 外国

郵便物検査業務、旅具検疫業務、動物係留施設

での検疫業務の研修を 計画し ていただき ま し

た。 様々な研修を 受け、 動物検疫所の業務の

幅広さ を実感し ま し た。

来年度から は家畜防疫官と なる ため、 諸先

輩方のよ う に家畜防疫官と し てし っ かり と 業

務ができ る よ う に動物・ 畜産物への知識を 深

めたいです。

（ 羽田空港支所検疫第１ 課 松尾茜）

羽田空港にて、 犬猫の輸出入検査や海外か

ら 入国する 旅客の携帯品検査を し ていま す。

業務の基礎と なる 家畜伝染病予防法に出てく

る 「 要検査物」 と いう 単語一つ取っ ても その

背景や含ま れている 情報量の多さ に驚く と と

も に、 いつも 丁寧に教えてく ださ る 先輩方に

は感謝し ており ま す。 こ の人に任せたら 安心

だと 言っ ていただける 仕事ができ る よ う 日々

精進し て参り ま す。 ど う ぞ今後と も ご 指導ご

鞭撻の程よ ろし く お願いいたし ま す。

（ 羽田空港支所検疫第 1 課 大野瞳）

COVID-19 の流行の影響によ り 、 入省当時は

こ の先、研修や業務等が、どのよ う になる のか

と ても 不安でし た。 し かし 、 入省半年の間で、

犬猫の輸出入検査や携帯品検査、 航空貨物の

輸出入検査、外国郵便物の検査等、非常に多く

のこ と を 経験さ せていただき ま し た。 様々な

業務に携わら せていただく 中で、 ど のよ う な

業務にも 法律や要領に則っ て行われている こ

と を 実感し ま し た。 今後は、 よ り いっ そう 法

律の理解を深め、日々、責任感と 向上心を持ち

ながら 業務に励んで行き たいと 思いま す。

（ 羽田空港支所検疫第２ 課 西村英里奈）

新設の検疫第２ 課が置かれる 予定だっ た第

２ タ ーミ ナルはコ ロ ナの影響で国際線発着が

なく なり 、 急遽２ 課は犬猫輸出入問合せ窓口

と し てス タ ート し ま し た。 臨時採用時に成田

で同様の業務経験はあり ま し たが、 こ の期間

に羽田の犬猫検査動線や貨物検査に慣れる こ

と ができ ま し た。 10 月から は臨機、 蜜蜂、 競

走馬等々、初めて携わる 検査の研修機会を次々

にいただき 、目ま ぐ る し いですが、幅広い業務

に対応でき る よ う 頑張り たいと 思いま す。

（ 中部空港支所検疫課 佐藤ひなた）

中部空港支所では、 旅客手荷物検査、 ペッ ト

の輸出入検査、航空貨物検査、郵便局検査など

業務が幅広く 、 初めは流れを 理解する こ と に

苦戦し ま し た。 し かし 、 研修や日々の業務の

中で少し ずつですが、 業務の理解が深ま っ て

き たよ う に感じ ま す。 新型コ ロ ナウ ィ ルス の

影響で、 例年よ り 国際線の到着便や貨物の検

査申請数は少なく 、 ま だ十分に経験を 積めて

いないよ う に感じ ま すが、率先し て行動し 日々

勉強に励みたいと 思いま す。

（ 中部空港支所検疫課 髙見奈央）

中部国際空港では４ 月から 国際便がゼロ の

ため、 国際郵便局での郵便物検査に力を 入れ

てき ま し た。 毎日たく さ ん届く 郵便物に、 指

定検疫物がたく さ ん入っ ている こ と に驚き を

隠せま せんでし た。 荷物の外装から 、 ど う す

れば効率よ く 指定検疫物を 探知でき る か毎日

奮闘し ていま す。 ま た名古屋港で２ ヶ 月間の

研修を 行い、 貨物について学びま し た。 始め

はよ く わから ず苦労し ま し たが、 だんだんと
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理解が深ま ってき たよ う に感じ ていま す。

（ 動物検疫所関西空港支所 土井桃子）

私は法律に精通し た家畜防疫官になる こ と

を 目標に掲げ、 今年の４ 月から 関西空港支所

にて動物検疫業務を行ってき ま し た。

主な業務の一つが一般の方に対する 説明や

案内ですが、家畜伝染病予防法等、動物検疫に

関わる 法律をわかり やすく 案内する ためには、

自身の十分な理解と 知識が必要です。

法律も 状況も 変化する 中で改めて理解する

こ と の難し さ を 日々感じ ていま すが、 法律に

精通し 説得力のある 家畜防疫官になる こ と を

目指し 今後も 精進いたし ま す。

（ 関西空港支所検疫第１ 課 野島玲）

例年と は様相の異なる 国際空港での勤務も

半年が経ち ま し た。 到着便は少な いですが、

こ のよ う な状況下でも 海外から 持ち込ま れた

畜産物から ASF ウ イ ルス が分離さ れており 、

水際防疫の重要性と 責任の重さ を 改めて感じ

ていま す。 2021 年には東京オリ ン ピ ッ ク の開

催が予定さ れていま す。 こ の先世界の状況が

ど のよ う に変化する のかは不透明ですが、 世

界各国と の往来が再び活発化する 日々に備え、

業務経験を重ねていき たいです。

（ 門司支所検疫第１ 課 佐藤莉奈）

人生初めての九州に降り 立って半年が過ぎ、

生活の違いにも 慣れてき ま し た。

門司支所検疫第１ 課では、 主に船舶貨物で

の畜産物検査を 行っ ていま す。 例年は地方空

海港での旅客対応も 行いま すが、 今年度は旅

客が来ておら ず、 旅客対応の経験がほぼあり

ま せん。 その分、博多港方面や福岡空港、係留

施設での検査・ 検疫業務研修を 受けたり し て

いま す。

カウ ン タ ー業務に携われていないこ と は不

安ですが、 今でき る こ と にし っ かり と 取り 組

んでいき たいと 思いま す。

・ 人事異動

（ 令和２ 年1 2 月２ 日～令和３ 年１ 月１ 日）

… （ 総務部庶務課）

※…出張所長・ 課長以上の異動、 動物検疫所外

と の異動、新規採用、退職に係る 異動を掲載

（ 令和２ 年 12 月31日）

松本 理沙 退職（ 関西空港支所検疫第３ 課

（ 任期付採用））

（ 令和３ 年１ 月１日）

武田侑里香 成田支所旅具検疫第１ 課（ 新規

採用）
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◎畜産物・ 動物の 輸出入検疫数量実績（ 令和２ 年1 1 月）

●輸入畜産物（ 前年同月比）

11 月分の全体の輸入量は前年同月比 89.0％と 減少し ま し た。

●輸出畜産物（ 前年同月比）

11 月分の全体の輸出量は前年同月比 110.0％と 増加し ま し た。

品目名

（ 単位： KG）

輸入 輸出

11月 11月

骨 1 ,0 1 7 ,1 2 6  －

砕骨 1 ,1 1 5 ,7 8 0  －

蹄角 7 ,8 5 1  －

骨類 骨腱 2 9 ,9 2 1  －

蹄角粉 － －

その他の骨 － －

計 2 ,1 7 0 ,6 7 9  0  

冷蔵 2 5 ,8 7 7 ,5 1 7  2 5 8 ,1 9 5  

冷凍 2 4 ,6 9 5 ,5 9 7  3 0 8 ,6 2 9  
牛肉

その他 1 6 ,5 9 1  －

加熱処理 2 0 0 ,7 2 6  －

冷蔵 3 8 ,5 4 5 ,3 2 4  2 ,4 4 2  

冷凍 4 5 ,5 9 3 ,6 8 0  3 6 7 ,3 4 3  
豚肉

その他 2 ,9 7 0  －

加熱処理 7 1 4 ,7 5 8  －

めん羊肉 1 ,2 9 6 ,8 8 4  2 5  

山羊肉 4 4 ,2 1 5  －

鹿肉 5 ,2 3 2  3 8  

その他の偶蹄類肉 － －

加熱処理その他の偶蹄類肉 － －

ハム 3 2 4 ,1 2 3  1 0  

加熱処理ハム 1 2 ,9 3 1  －

ソ ーセージ 9 5 8 ,2 7 6  3 6 2  

肉類 加熱処理ソ ーセージ 6 0 5 ,4 2 8  －

ベーコ ン 1 3 8 ,5 5 2  6 3  

加熱処理ベーコ ン 1  －

馬肉 4 8 3 ,5 3 1  －

う さ ぎ肉 1 7 3  －

犬肉 － －

家き ん肉 4 5 ,9 2 9 ,2 8 9  8 4 4 ,7 6 4  

家き ん加熱処理肉 3 8 ,9 9 4 ,3 4 9  －

牛 3 9 3 ,7 8 8  3 7 1  

非加熱
その他の肉

加熱処理
その他の肉

豚 1 2 9 ,8 1 9  5 0  

家き ん 1 0 4 ,0 4 4  1 0 ,8 1 8  

その他 1 2 2 ,6 8 0  1 2 ,1 2 4  

牛 1 9 9 ,9 4 4  －

豚 3 ,1 6 1 ,4 8 1  －

家き ん 2 ,9 3 7 ,7 0 8  －

その他 5 4 1 ,6 1 0  －

計 2 3 2 ,0 3 1 ,2 2 3  1 ,8 0 5 ,2 3 3  

牛臓器 4 5 ,1 7 8  1 2  

豚臓器 5 0 ,0 4 3  1 4 ,5 0 0  

その他の偶蹄類臓器 1 4 ,0 5 6  7  

臓器類 加熱処理牛の臓器 － －

加熱処理豚の臓器 2  －

加熱処理その他の偶蹄類臓器 － －

偶蹄類以外の臓器 2 8 ,1 3 9  3 ,0 8 0  

－ 16 －
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品目名
輸入 輸出

11月 11月

臓器類

卵類

皮類

毛類

乳製品類

ミ ール類

消化管等 2 ,1 8 9 ,4 8 1  2 7 ,9 3 1  

加熱処理消化管等 － －

ケーシング 3 1 7 ,2 1 5  －

脂肪 2 ,3 0 8 ,5 4 5  6 ,2 7 0  

非加熱その他の臓器 3 3 0  －

加熱処理その他の臓器 － －

加熱処理家き ん臓器 1 9 6 ,2 6 4  －

加熱処理その他の家き ん臓器 1 6 ,1 2 9  －

計 5 ,1 6 5 ,3 8 1  5 1 ,7 9 9  

殻付卵 － 1 ,7 0 6 ,8 2 4  

液卵 3 4 6 ,8 5 8  3 ,0 8 4  

その他の卵 4  2 0 ,6 2 1  

計 3 4 6 ,8 6 2  1 ,7 3 0 ,5 3 0  

牛皮 1 ,8 8 9 ,8 9 6  1 ,1 8 2 ,6 6 4  

豚皮 1 2 2 ,5 7 0  5 ,0 3 0 ,3 5 6  

めん羊皮 1 3 8 ,6 7 4  －

山羊皮 － －

鹿皮 7 ,1 6 1  －

その他の偶蹄類の皮 － －

馬皮 6 6 ,4 9 0  －

う さ ぎ皮 1 5 ,0 2 3  －

犬皮 － －

その他の皮 － －

計 2 ,2 3 9 ,8 1 3  6 ,2 1 3 ,0 2 0  

牛毛 － －

豚毛 8 2 5  －

羊毛 － －

山羊毛 1 4 ,6 4 5  －

鹿毛 － －

その他の偶蹄類の毛 3 ,6 6 5  －

馬毛 3 ,3 0 2  －

う さ ぎ毛 － －

羽毛 2 5 4 ,5 4 6  2 ,2 3 0  

犬毛 － －

その他の毛 2 ,0 5 7  5 6  

計 2 7 9 ,0 3 9  2 ,2 8 6  

チーズ 2 0 ,5 2 0 ,7 0 1  1 ,2 2 4  

バタ ー 1 ,6 3 2 ,1 8 4  1 9 8  

偶蹄類動物の飼料用乳製品 4 ,3 3 2 ,8 1 8  －

その他の乳製品 6 ,0 5 9 ,1 8 9  6 6 ,7 2 9  

計 3 2 ,5 4 4 ,8 9 3  6 8 ,1 5 1  

血粉 1 5 8 ,8 5 9  －

肉粉 1 1 ,7 4 6  －

肉骨粉 － －

皮粉・ 羽毛粉 － －

計 1 7 0 ,6 0 5  0  

精液（ アンプル） 5 5 ,8 9 9  －

受精卵（ 個） 4 0  －
その他

ふん・ 尿 － 8 ,1 2 0  

計 － 8 ,1 2 0  

穀物のわら 1 8 ,0 0 6 ,6 4 0  －

飼料用の乾草 5 ,3 1 3  －
わら 類

その他 1 1 2 ,3 5 0  －

計 1 8 ,1 2 4 ,3 0 3  0  

総計 2 9 3 ,0 7 2 ,7 9 8  9 ,8 7 1 ,0 1 9  

※ 解放重量ベース の速報値

－ 17 －
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（ 単位： 頭、羽、群）

動物名 用途
輸入 輸出

11月 11月

牛

乳用繁殖用 － －

肉用繁殖用 － －

肥育用 1 ,4 5 0  －

と 畜場直行用 － －

その他 － －

豚
繁殖用 1 4  －

その他 － －

めん羊 － －

山羊 － －

その他の偶蹄類 － －

馬

繁殖用 4 3  3

乗用 1 4  －

競走用 1 6  3

肥育用 2 9 1  －

と 畜場直行用 － －

その他 － －

その他の馬科 － －

う さ ぎ 3 0 4  －

初生ひな（ 鶏） 1 0 ,4 6 5  －

初生ひな（ その他） － －

種卵（ 個） － －

蜜蜂（ 群） 1 ,0 7 2  －

指定検疫物以外の動物 9 ,6 7 9  

犬 3 9 9  3 2 4  

猫 1 8 0  1 1 7  

あら いぐ ま － －

き つね － －

ス カンク － －

サル 1 ,0 1 4  

◎令和２ 年11月～令和２ 年12 月の出来事

・ 英国から の生き た家き んの輸入が一時停止さ れま し た（ 11 月４ 日）

・ オラ ンダの一部地域から 生き た家き ん等の輸入が一時停止さ れま し た（ 11 月６ 日、12 日、17 日、

24 日、12 月３ 日、８ 日）

・ ド イ ツから の生き た家き ん、家き ん肉と 鵜の輸入が一時停止さ れま し た（ 11 月６ 日、13 日、20 日、

12 月 29 日）

・ 米国ミ ズーリ 州から の生き た家き ん、、家き ん肉等の輸入が一時停止さ れま し た（ 11 月 17 日）

・ デンマーク から の家き ん肉等の輸入が一時停止さ れま し た（ 11 月 17 日）

・ フ ラ ンス の一部地域から の生き た家き ん等、 家き ん肉等の輸入が一時停止さ れま し た（ 11 月

18 日、25 日、12 月９ 日、15 日、24 日）

・ ポーラ ンド から の家き ん肉等の輸入が一時停止さ れま し た（ 11 月 27 日）

・ ベルギーから の家き ん肉等の輸入が一時停止さ れま し た（ 11 月 27 日）

・ ウ ク ラ イ ナから の生き た家き ん、家き ん肉等の輸入が一時呈さ れま し た（ 12 月８ 日）

・ 国内において鳥イ ンフルエンザの疑似患畜が確認さ れま し た（ 11 月 5 日…香川、11 月 25 日…福岡、

11 月 26 日…兵庫、 12 月１ 日…宮崎、 12 月６ 日…奈良、 12 月７ 日…広島、 12 月 10 日…大分、 和歌山、 12

月 11 日…岡山、12 月 13 日…滋賀、12 月 16 日…高知、12 月 19 日…徳島、12 月 24 日…千葉）

－ 18 －
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動物検疫所の所在地
（令和３年1月1日現在）

動 物 検疫所
電話番号 F A X

総 務 部 庶 務 課 (045)751-5921 (045)753-3910
会 計 課 (045)751-5922 (045)751-6123

企画 管理部 企画調整課 〒 235-0008 横浜市磯子区原町 11-1 (045)751-5923 (045)754-1729
調 査 課 (045)751-5924 (045)754-1729
危機管理課 (045)751-5955 (045)754-1729

検 疫 部 管理指導課 (045)751-5937 (045)751-0549
動物検疫課 (045)751-5973 (045)751-5951
畜産物検疫課 〒 231-0003 横浜市中区北仲通 5-57 横浜第 2 合同庁舎 (045)201-9478 (045)212-4623

精密 検査部 微生物検査課 〒 235-0008 横浜市磯子区原町 11-1 (045)751-5943 (045)752-5466
海外病検査課 〒 479-0881 愛知県常滑市セントレア 1-2 中部検査・診断センター内 (0569)38-8515 (0569)38-8517
病理・理化学検査課 〒 235-0008 横浜市磯子区原町 11-1 (045)751-5947 (045)752-5466
危険度分析課 (045)751-5964 (045)752-5466

川崎出張所 〒 210-0869 川崎市川崎区東扇島 6-10 かわさきファズ物流センタ－内 (044)287-7412 (044)287-7413
新潟空港出張所 〒 950-0001 新潟市東区松浜町 3710 新潟空港ターミナルビル (025)275-4565 (025)270-9741
静岡出張所

清水港事務所 〒 424-0922 静岡市清水区日の出町 9-1 清水港湾合同庁舎 (054)353-5086 (054)353-7634
静岡空港事務所 〒 421-0411 牧之原市坂口 3336-4 富士山静岡空港旅客ターミナルビル内 (0548)29-2440 (0548)29-2449

北海道・東北支所 庶 務 課 〒 066-0012 千歳市美々 新千歳空港国際線ターミナルビル (0123)24-7011 (0123)24-6421
検 疫 課 (0123)24-6080 (0123)24-6091

小樽港事務所 〒 047-0007 小樽市港町 5-2 小樽地方合同庁舎 (0134)33-2460 (0134)25-1736
胆振分室 〒 059-1743 勇払郡厚真町字共和 17 (0145)28-3724 (0145)28-2755

函館空港出張所 〒 042-0952 函館市高松町 511 番地 函館空港内 (0138)84-5415 (0138)84-5416
仙台空港出張所 〒 989-2401 名取市下増田字南原 仙台空港ターミナルビル (022)383-2302 (022)382-5805

成 田 支 所 庶 務 課 〒 282-0004 成田市古込字古込 1-1 第 2 旅客ターミナルビル (0476)34-2340 (0476)34-2344
旅具検疫第１課 〒 282-0011 成田市三里塚御料牧場 1-1 第 1 旅客ターミナルビル (0476)32-6510 (0476)30-3011
旅具検疫第２課 〒 282-0004 成田市古込字古込 1-1 第 2 旅客ターミナルビル (0476)34-2342 (0476)34-2338
旅具検疫第３課 〒 282-0006 成田市取香字上人塚 148-1 第 3 旅客ターミナルビル (0476)34-4260 (0476)34-4261
動物検疫第１課 〒 282-0001 成田市三里塚大字天浪字西原 254-1 (0476)32-6651 (0476)32-6641
動物検疫第２課 (0476)32-6658 (0476)32-6641
貨物検査課 〒 282-0021 成田市駒井野字天並野 2159 (0476)32-6655 (0476)30-3012
犬・猫輸出入手続窓口 (0476)32-6664 (0476)34-4261

羽田空港支所 庶 務 課 〒 144-0041 大田区羽田空港 2-6-4 羽田空港 CIQ 棟 4 階 (03)5757-9751 (03)5757-9757
検疫第１課 (03)5757-9753 (03)5757-9759
(貨物合庁) 〒 144-0041 大田区羽田空港 2-6-3 羽田空港貨物合同庁舎 (03)5757-9755 (03)5757-9760
検疫第２課 〒 144-0041 大田区羽田空港 3-4-2 第2ターミナル国際線施設内 (03)5757-9752 (03)5757-9759
東京出張所 〒 135-0064 江東区青海 2-7-11 東京港湾合同庁舎 (03)3529-3021 (03)3529-3025

千葉分室 〒 273-0016 船橋市潮見町 32-5 船橋港湾合同庁舎 (047)432-7241 (047)432-7841

中部空港支所 庶 務 課 〒 479-0881 常滑市セントレア 1-1 CIQ 棟 5 階 (0569)38-8583 (0569)38-8578
検 疫 課 (0569)38-8577 (0569)38-8585
(貨物合庁) 〒 479-0881 常滑市セントレア 1-1 中部空港合同庁舎 1F (0569)38-8579 (0569)38-8587

四日市分室 〒 510-0051 四日市市千歳町 5-1 四日市港湾合同庁舎 (0593)52-6918 (0593)52-6918
名古屋出張所 〒 455-0032 名古屋市港区入船 2-3-12 名古屋港湾合同庁舎 (052)651-0334 (052)661-0203
(野跡検疫場) 〒 455-0845 名古屋市港区野跡 2-4-12 (052)381-3361 (052)389-2018
小松出張所 〒 923-0993 小松市浮柳町 小松空港内 (0761)24-1407 (0761)24-1341

関西空港支所 庶 務 課 〒 549-0011 泉南郡田尻町泉州空港中 1 番地 CIQ 合同庁舎 (072)455-1955 (072)455-1990
検疫第１課 (072)455-1956 (072)455-1957
(貨物合庁) 〒 549-0021 泉南市泉州空港南 1 番地 (072)455-1958 (072)455-1959
検疫第２課 〒 549-0011 泉南郡田尻町泉州空港中 1 番地 CIQ 合同庁舎 (072)455-1956 (072)455-1957
(関西空港検疫場) 〒 549-0001 泉佐野市泉州空港北 1 番地 (072)455-1964
（霊長類検疫施設） (072)455-1960 (072)455-1966
検疫第３課 〒 549-0011 泉南郡田尻町泉州空港中 1 番地 CIQ 合同庁舎 (072)455-1956 (072)455-1957

神 戸 支 所 庶 務 課 〒 651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通 1-4-3 神戸防災合同庁舎 (078)222-8990 (078)222-8993
検 疫 課
(苅藻検疫場) 〒 653-0032 神戸市長田区苅藻通 7-1-7 (078)671-0266 (078)671-0266
大阪出張所 〒 552-0021 大阪市港区築港 4-10-3 大阪港湾合同庁舎 (06)6575-3466 (06)6575-0977
(一突検疫場) 〒 552-0022 大阪市港区海岸通 3-3-29 (06)6571-0328 (06)6571-0331
米子空港出張所 〒 684-0055 鳥取県境港市佐斐神町 1634 米子空港ビル (0859)45-3800 (0859)45-3801
岡山空港出張所 〒 701-1131 岡山市北区日応寺 1277 岡山空港ターミナルビル (086)294-4737 (086)294-3275
広島空港出張所 〒 729-0416 三原市本郷町善入寺字平岩 64-31 (0848)86-8118 (0848)86-8119

広島空港国際線旅客ターミナルビル
四国出張所

小松島港事務所 〒 773-0001 小松島市小松島町外開 1-11 小松島みなと合同庁舎 (0885)32-2422 (0885)32-2476
高松空港事務所 〒 761-1401 高松市香南町岡 1312-7 高松空港内 (087)879-4654 (087)879-5444

門 司 支 所 庶 務 課 〒 801-0841 北九州市門司区西海岸 1-3-10 門司港湾合同庁舎 (093)321-1116 (093)332-5858
検疫第１課
検疫第２課 〒 800-0113 北九州市門司区新門司北 3-1-2 (093)481-7335 (093)481-7348
（新門司検疫場）
(太刀浦検疫場) 〒 801-0805 北九州市門司区太刀浦海岸 65 (093)321-0509 (093)331-4676
検疫第３課 〒 801-0841 北九州市門司区西海岸 1-3-10 門司港湾合同庁舎 (093)321-1116 (093)332-5858
博多出張所 〒 812-0031 福岡市博多区沖浜町 8-1 福岡港湾合同庁舎 (092)262-5285 (092)262-5283
福岡空港出張所 〒 812-0851 福岡市博多区大字青木 739 番 福岡空港ビル (092)477-0080 (092)477-7580
長崎空港出張所 〒 856-0816 大村市箕島町 593 長崎空港ビル (0957)54-4505 (0957)20-7113
鹿児島空港出張所 〒 899-5113 霧島市隼人町嘉例川字請口 4498-2 (0995)43-9061 (0995)43-9066

沖 縄 支 所 庶 務 課 〒 900-0001 那覇市港町 2-11-1 那覇港湾合同庁舎 (098)861-4370 (098)862-0093
検 疫 課

石垣分室 〒 907-0242 石垣市字白保 1960 番地 104-1 (0980)87-0064 (0980)87-0837
石垣空港国内線旅客ターミナルビル

平良分室 〒 906-0013 宮古島市平良字下里 1016 平良地方合同庁舎3F (0980)79-9187 (0980)79-9189
那覇空港出張所 〒 901-0142 那覇市字鏡水150那覇空港旅客ターミナルビル国際線エリア (098)857-4468 (098)859-1646
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最新のトピックスは
　　　　こちらへ➡

動物検疫所のホームページ https：//www.maff.go.jp/aqs/
農林水産省のホームページ https：//www.maff.go.jp/
OIE のホームページ http：//www.oie.int/eng/en_index.htm
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左の写真は横浜本庁舎裏にあ る 満開の桜の写真です

（ 令和２ 年４ 月）。

現在は移動式レ ン ダリ ン グ 装置の保管倉庫建築中で

す。 幸いにも 桜の幹は切ら ずに保管倉庫を 建築する こ と

ができ る こ と と なり ま し た。

桜は我々に元気と 癒やし を与えてく れま す。

こ れから も 桜の木を大切にし ていき たいと 思いま す。

年頭の挨拶をし た伊藤所長
（ 切ら れる 可能性のあった桜と と も に）

◎動検通信（ 企画管理部危機管理課長）

危機管理課は、動物検疫所のリ スク マネジメ ント 、国内の家畜伝染病発生時の防疫支援のため、殺処分等の

職員派遣及び防疫資材の貸付、 試験研究用の病原体等禁止品の輸入許可、 海外から 輸入さ れる食肉等の処理

施設のリ スト 更新等、様々な業務に対応し ています。

その中で、 家畜伝染病発生時に都道府県に貸付する防疫資材（ ワク チン、 大型機器含む） について今回ご

紹介し ます。

大陸方面から 侵入する口蹄疫を日本全国にまん延さ せないため（ 兵庫県は太平洋と 日本海に面し ているの

でこ の地域の家畜を免疫すると 東日本に北上さ せない）、昭和の頃に神戸に口蹄疫ワク チンが備蓄さ れまし た。

平成 22 年宮崎県発生時に神戸で備蓄し ているワク チンを宮崎に運び国内で初めて使用さ れまし た。 現在も 神

戸支所で備蓄し ています。 その後、 高病原性鳥インフルエンザ発生に伴い動物検疫所全国５ カ所に防疫資材

庫が設置さ れ、防護服、マスク 、ゴーグル、手袋、長靴、フレコンバッ ク 、医療用廃棄物容器、連続注射器、耳標、

消石灰・ ・ ・ など非常に多く のアイ テムを現在備蓄し ています。 防疫作業者が装着するも のや焼埋却に用い

る消耗品の他に鳥インフルエンザワク チンを横浜と 門司で備蓄し ています。 こ の他、 鶏を処分するためのボン

ベ用ホーン（ 舞台で雪や霧を発生さ せる道具）、 豚を処分するための電気殺処分機（ ド イツ製） を多数備蓄し

ています。

疾病発生時は迅速な防疫措置が求めら れます。 埋却のため土地を掘ると 水が出る 等の理由や焼却処理施設

に運送できない場合に備え死体を処理する 大型機器も 備蓄し ています。 高病原性鳥インフルエンザ用には移

動式焼却炉（ 非組立型１ 台（ 名古屋）、組立型３ 台（ 名古屋２ 、門司１ ））。 平成 22 年島根県発生時に初めて使

用さ れまし た。 牛や豚の処理用には移動式レンダリ ング装置（ 現在は中部空港支所（ 名古屋） に１ 台）。 平成

31 年２ 月、大阪府発生時に初めて使用さ れまし た。

現在、 世界ではアフリ カ豚熱の発生が確認さ れ、 我が国への侵入が危惧さ れています。 水際でし っかり 対

応し 侵入を防ぐと こ ろですが、 万が一に備えるため、 今年度中に移動式レンダリ ング装置を３ 台追加し 、 全国

４ カ所（ 胆振、横浜、中部、門司） に配備する準備を進めています。 そのなか横浜の保管倉庫は横浜本庁舎裏

に建設中です。 横浜本庁舎裏は、 日当たり がと ってもよく 、 人間だけでなく 動物にと っても 憩いの場です。 検

疫探知犬アルバート 号は毎日の散歩コースと なっています。 また、野鳥も 多く やってきて羽根を休めています。

こ の仲間たちにと って保管倉庫建築は大変残念なお知ら せかもし れませんが、 動物検疫所は国内防疫も 精一

杯支援するため体制を整備し ています。

動検時報はこ ち ら に も 掲載し て い ま す。
http ://w w w .maff.g o .jp/a qs/top ix /
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